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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 3,069,804 1.5 82,152 △46.0 124,159 △34.1 △1,254 ―

23年3月期第3四半期 3,025,235 21.7 152,086 ― 188,395 ― 104,482 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △76,573百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 38,339百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △0.20 ―

23年3月期第3四半期 16.61 16.05

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 4,852,012 2,272,482 36.0
23年3月期 5,000,860 2,380,925 37.2

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  1,748,882百万円 23年3月期  1,860,799百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

（注）平成24年３月期の期末の配当については、未定であります。株式市場の変動による投資有価証券評価損等の変動リスクが大きいことから、年度決算が確
定した時点で、既公表の配当方針を踏まえて、当期末の剰余金配当をご提案させていただくことと致したいと存じます。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
24年3月期 ― 1.50 ―

24年3月期（予想） ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
※通期の業績予想については、４ページ 「２．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,050,000 △1.5 70,000 △57.7 120,000 △47.0 0 △100.0 0.00



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(注)当四半期累計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）四半期連結財務諸表作成に係る会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示になります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている将来に関する記述には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見直し・計画に基づく予測が含まれております。 
 実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 6,806,980,977 株 23年3月期 6,806,980,977 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 517,390,544 株 23年3月期 517,192,896 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 6,289,704,414 株 23年3月期3Q 6,290,362,128 株
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１．連結経営成績に関する定性的情報 

（当第３四半期の概況） 

世界経済は、新興国の経済成長に牽引され、全体として緩やかな回復を続けてきましたが、欧州債務問

題の表面化、新興国におけるインフレ圧力の高まりなどにより、経済拡大が減速しております。 

日本経済は、東日本大震災による一時的な景気後退から持ち直したものの、足下の海外経済の成長鈍化

に加え、為替レートが昨年 10 月末には一時史上最高値を更新する等、歴史的な円高水準の継続により、不

安定な状況が続きました。 

 

（当第３四半期のセグメント別の業績概況） 

こうしたなか、当社グループは、各セグメントにおいて、各社がそれぞれの環境変化に対応しながら収

益改善に努めてまいりました。 

各セグメント別の業績の概況は以下のとおりです。 

              （単位 億円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記金額は第３四半期連結累計期間（４月１日～12 月 31 日）の９ヶ月累計 

 

 ＜製鉄事業＞ 

  平成 23 年度第３四半期の鉄鋼需要につきましては、東日本大震災を受け延期されていた建設活動の再開

や自動車産業を中心とした鋼材在庫の積み戻しにより、内需は上向いたものの、東アジア向けを中心とす

る輸出については、タイにおける洪水影響やアジア経済の減速、円高による輸出競争力の低下によって減

少しました。加えて、輸入鋼材も高水準で流入しており、全国粗鋼生産量は、2,657 万トンと平成 23 年度

第２四半期に比べ 38 万トンの減少となり、当社鋼材出荷量も減少しました。 

  また、原料需給の逼迫化が一服したことにより、石炭の契約単価は平成 23 年度第２四半期に比べ 10%程

度の下落で決着しましたが、上期までの高い契約単価の原料が入着した影響もあり、使用原料価格は小幅

な下落にとどまりました。一方、海外・国内市況が低迷したこと等により、販売価格と原料価格の差であ

るマージンは引き続き減少を余儀なくされました。 

  これらに対し、これまで同様、最大限のコスト改善を継続・実行してまいりましたが、製鉄事業として、

売上高は２兆 6,414 億円、経常利益は 943 億円となりました。 

 売上高 経常利益 

 当第３四半期 前第３四半期 当第３四半期 前第３四半期 

製鉄 26,414 25,780 943 1,611 

エンジニアリング 1,614 1,789 28 91 

都市開発 526 547 76 67 

化学 1,498 1,446 107 93 

新素材         420 460 2 15 

システムソリューション       1,106 1,091 72 71 

合計 31,582 31,116 1,230 1,951 

調整額 △884   △864  10   △67 

四半期連結損益計算書計上額 30,698 30,252 1,241 1,883 
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 ＜エンジニアリング事業＞ 

新日鉄エンジニアリング㈱におきましては、国内外ともに厳しい受注環境が継続するなかで、実行中の

プロジェクトの万全なリスク管理とコスト改善に注力しました。当期はプロジェクトの売上が第４四半期

に集中していることから、エンジニアリング事業として、売上高は 1,614 億円、経常利益は 28 億円とな

りました。 

  

＜都市開発事業＞ 

㈱新日鉄都市開発におきましては、マンション分譲市場は東日本大震災直後の低迷を脱し、回復の兆し

が見られました。ビル賃貸市場は都心の大型高機能物件に対する需要は堅調に推移したものの、既存中小

物件については空室率が高止まりしております。都市開発事業として、売上高は 526 億円、経常利益は

76 億円となりました。 

 

 ＜化学事業＞ 

 新日鐵化学㈱におきましては、電子材料向けエポキシ樹脂やタイの洪水影響に伴う回路基板用材料の販

売減がありましたが、無水フタル酸等の一部化学製品の市況改善や収益改善に注力しました。足下、海外

経済の減速により、電子材料向け需要が急激に落ち込んでいます。化学事業として、売上高は 1,498 億円、

経常利益は 107 億円となりました。 

 

 ＜新素材事業＞ 

新日鉄マテリアルズ㈱におきましては、主力事業分野である電子材料分野において、表面処理銅ワイヤ

の需要は順調に推移したものの、半導体市場全体の需要鈍化やタイの洪水影響を受けました。環境エネル

ギー分野では、アジア地域におけるメタル担体の需要は好調に推移しましたが、産業基礎部材分野では公

共事業向け炭素繊維製品の販売が低迷しました。新素材事業として、売上高は420億円、経常利益は２億

円となりました。 

 

 ＜システムソリューション事業＞ 

新日鉄ソリューションズ㈱におきましては、受注・売上高拡大及び収益力のある事業体の構築に取り組

んでおります。クラウドサービス事業(注)については、サービスメニューの拡充や平成 24 年春開設予定の

次世代高規格データセンターの建設を進めております。また、顧客の東南アジア進出に対応すべく、シン

ガポールに現地法人を設立しました。システムソリューション事業として、売上高は 1,106 億円、経常利

益は 72 億円となりました。 

  （注）ユーザーがインターネット経由でコンピュータ資源を利用するサービス。 
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（当第３四半期の売上・収益） 

  当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は３兆 698 億円、営業利益は 821 億円、経常利益は 1,241

億円となりましたが、株式市場低迷による国内上場株式等の有価証券評価損等の特別損失により 12 億円

の四半期純損失を余儀なくされました。 

 

２．連結業績予想に関する定性的情報 

  世界経済は、欧州債務危機が引き続き最大のリスク要因となる一方、米国景気は緩やかな回復を示しつ

つあり、新興国ではインフレ圧力の後退を背景に、金融緩和、減税、消費刺激策など、景気下支えに向け

た動きが見られます。日本経済は、海外経済の減速、足下の歴史的な円高水準の継続、電力供給制約の長

期化等によって、景気の先行きに対する不透明感は継続しているものの、震災復旧等により自動車生産が

高水準で推移し、また補正予算による公共土木分野の需要が増加するなど、緩やかな回復を維持していま

す。 

  国内鉄鋼需要は、歴史的な円高の長期化を背景とした国内需要家の海外シフトの加速等があるものの、

東日本大震災からの復旧による建設向けに加え、産業機械向け及び自動車向けは、引き続き需要の増加が

期待され、一定の水準を維持するものと見込まれます。一方、輸出向けは、欧州経済の低迷や新興国の成

長鈍化により需要が減少しています。また、東アジアミルの生産能力拡大に伴う供給圧力は依然強く、歴

史的な円高水準、輸入鋼材の増加も継続すると想定されることから、当社にとって極めて厳しい経営環境

であると認識しております。 

  こうした環境下、当社と致しましては、最大限のコスト改善を継続・実行していく所存です。 

  平成 23 年度の連結経常利益は、生産出荷量減に加え、鋼材需給の緩和等を背景とした海外・国内市況の

低迷等により、前回公表の見通しに比べ 600 億円減益の 1,200 億円程度となる見通しです。また、株式市

場低迷による国内上場株式等の有価証券評価損等の特別損失に加え、税制改正影響による繰延税金資産の

取り崩し等もあり、連結当期純利益はほぼゼロとなる見通しです。 

   

(利益配分に関する基本方針及び当期末の剰余金配当) 

当社は、業績に応じた利益の配分を基本として、企業価値向上に向けた投資等に必要な資金所要、先行

きの業績見通し、連結及び単独の財務体質等を勘案しつつ、第２四半期末（中間期末）及び期末の剰余金

の配当を実施する方針と致しております。「業績に応じた利益の配分」の指標としては、連結配当性向年

間 20%程度を基準と致します。なお、第２四半期末（中間期末）の剰余金の配当は、中間期業績及び年度業

績見通しを踏まえて判断することとしております。 

当社は既公表の配当方針に基づき、第２四半期末（中間期末）の剰余金配当として１株当たり１.５円の

配当を行うとともに、第３四半期決算公表時に当期末の配当予想額を公表する予定としてまいりました。 
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しかしながら、株式市場の変動による投資有価証券評価損等の変動リスクが大きいことから、年度決算

が確定した時点で、既公表の配当方針を踏まえて、当期末の剰余金配当をご提案させていただくことと致

したいと存じます。 

 

（住友金属工業㈱との経営統合） 

  住友金属工業㈱との経営統合に関しましては、平成 23 年９月に両社は経営統合することにつき正式に

合意し、同年 12 月には、公正取引委員会から承認されました。今回の承認を受けて、具体的な統合準備

をさらにスピードアップしてまいります。 
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３．その他 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

 第１四半期連結累計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 24 号）を適用しております。   
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 72,760 67,306

受取手形及び売掛金 459,906 389,233

たな卸資産 929,284 1,007,050

その他 250,077 248,416

貸倒引当金 △1,453 △483

流動資産合計 1,710,575 1,711,522

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 499,951 494,365

機械装置及び運搬具（純額） 880,409 824,311

その他（純額） 438,022 510,078

有形固定資産合計 1,818,384 1,828,756

無形固定資産 62,611 66,795

投資その他の資産   

投資有価証券 1,223,810 1,003,309

その他 190,474 246,693

貸倒引当金 △4,994 △5,065

投資その他の資産合計 1,409,289 1,244,938

固定資産合計 3,290,285 3,140,490

資産合計 5,000,860 4,852,012

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 476,592 473,676

短期借入金 310,150 303,433

コマーシャル・ペーパー 32,000 95,000

1年内償還予定の社債 － 40,000

未払法人税等 24,783 17,797

引当金 23,636 10,522

その他 491,175 451,266

流動負債合計 1,358,338 1,391,696

固定負債   

社債 385,065 395,071

長期借入金 602,480 547,374

退職給付引当金 155,760 156,076

その他の引当金 26,689 24,989

その他 91,599 64,321

固定負債合計 1,261,596 1,187,833

負債合計 2,619,935 2,579,530

　　　　　　　　　新日本製鐵(株)(5401) 
平成24年３月期第３四半期決算短信

7



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 419,524 419,524

資本剰余金 114,553 114,547

利益剰余金 1,522,786 1,493,456

自己株式 △262,524 △262,560

株主資本合計 1,794,340 1,764,968

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 104,783 63,808

繰延ヘッジ損益 △3,099 △3,599

土地再評価差額金 11,523 13,072

為替換算調整勘定 △46,748 △89,367

その他の包括利益累計額合計 66,459 △16,086

少数株主持分 520,126 523,600

純資産合計 2,380,925 2,272,482

負債純資産合計 5,000,860 4,852,012
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 【四半期連結損益計算書】  

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年12月31日) 

売上高 3,025,235 3,069,804

売上原価 2,635,699 2,738,273

売上総利益 389,536 331,531

販売費及び一般管理費 237,449 249,378

営業利益 152,086 82,152

営業外収益   

受取利息 1,879 2,724

受取配当金 10,504 9,768

持分法による投資利益 57,678 48,243

その他 25,923 29,876

営業外収益合計 95,985 90,613

営業外費用   

支払利息 13,902 13,638

その他 45,774 34,967

営業外費用合計 59,676 48,606

経常利益 188,395 124,159

特別損失   

固定資産減損損失 7,365 －

投資有価証券売却損 － 7,441

投資有価証券評価損 － 89,021

特別損失合計 7,365 96,463

税金等調整前四半期純利益 181,030 27,695

法人税等 59,719 19,194

少数株主損益調整前四半期純利益 121,310 8,501

少数株主利益 16,828 9,756

四半期純利益又は四半期純損失（△） 104,482 △1,254
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【四半期連結包括利益計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 121,310 8,501

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △62,766 △39,138

繰延ヘッジ損益 △1,509 △281

土地再評価差額金 874 1,540

為替換算調整勘定 △6,595 △21,978

持分法適用会社に対する持分相当額 △12,975 △25,216

その他の包括利益合計 △82,971 △85,074

四半期包括利益 38,339 △76,573

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 22,157 △83,698

少数株主に係る四半期包括利益 16,182 7,125
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(３)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(４)注記事項 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）

は、下記のとおりです。 

                    （単位：百万円） 

 前第３四半期連結累計期間  当第３四半期連結累計期間  

 （自 平成22年４月１日  （自 平成23年４月１日  

 至 平成22年12月31日）  至 平成23年12月31日）  

減価償却費 211,899  206,997  

 

(５)セグメント情報 

 

[報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報] 

前第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 製鉄 
エンジニア

リング 
都市開発 化学 新素材 

システム

ソリュー

ション

合計 調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高 2,578,076 178,918 54,712 144,696 46,079 109,185 3,111,668 △86,433 3,025,235

セグメント利益 

（経常利益） 
161,189 9,168 6,739 9,362 1,551 7,121 195,133 △6,738 188,395

 

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 製鉄 
エンジニア

リング 
都市開発 化学 新素材 

システム

ソリュー

ション

合計 調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高 2,641,448 161,493 52,637 149,874 42,078 110,692 3,158,226 △88,421 3,069,804

セグメント利益 

（経常利益） 
94,311 2,827 7,697 10,732 280 7,225 123,075 1,083 124,159

 

(６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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平成24年1月27日
新日本製鐵㈱

平成２３年度３/四期決算について

＜損益概要等（連結）＞ （単位　億円） ＜諸元＞

1/四 2/四 3/四

30,698 9,855 10,422 10,420 ▼ 2

821 385 258 177 × 81

1,241 570 371 299 × 72

単 独 経 常 利 益 385 338 90 ▲ 43 × 133

▲ 964 ▲ 74 － ▲ 890 × 890

▲ 12 290 196 ▲ 500 × 696

<一株当たり当期利益> <▲ 0.2> <4.6> <3.1> <▲ 7.9> <× 11.1>

有利子負債残高 13,576 13,654 13,876 +222

Ｄ／Ｅレシオ 0.73 0.75 0.79 ＋0.04

※ 連結経常利益の対前四半期（×72億円）分析 （参考）セグメント情報

（次ページにつづく）

差異

2/四→3/四

特 別 損 益

H23.3/四
累計

当 期 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益 ※

（単位　億円）

1/四 2/四 3/四

30,698 9,855 10,422 10,420 ▼ 2

製 鉄 26,414 8,519 8,996 8,898 ▼ 98

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 1,614 440 526 647 ＋ 121

都 市 開 発 526 127 151 246 ＋ 95

化 学 1,498 483 527 488 ▼ 39

新 素 材 420 142 143 134 ▼ 9

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ 1,106 362 399 344 ▼ 55

調 整 額 ▲ 884 ▲ 220 ▲ 323 ▲ 340 ▼ 17

1,241 570 371 299 × 72

製 鉄 943 485 256 200 × 56

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 28 2 ▲ 0 26 ○ 26

都 市 開 発 76 23 17 36 ○ 19

化 学 107 36 36 33 × 3

新 素 材 2 2 2 ▲ 3 × 5

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ 72 29 24 18 × 6

調 整 額 10 ▲ 9 34 ▲ 14 × 48

売 上 高

経 常 利 益

H23.3/四
累計

差異
2/四→3/四

（１）当社
差異

1/四 2/四 3/四 2/四→3/四

2,446 830 831 785 ▼ 46
（単独ﾍﾞｰｽ） (2,282) (775) (778) (729) (▼ 49)

2,188 740 728 720 ▼ 8
87.7 85.8 89.8 87.6 × 2.2

79 82 78 78 － 

（２）全国
粗鋼生産量(万t) 7,989 2,637 2,695 2,657 ▼ 38
鋼材消費(万t)　*1 4,588 1,398 1,567 1,623 ＋ 56

( ウ チ 製 造 業 ) (3,078) (926) (1,068) (1,084) (＋ 16)
< 製 造 業 比 率 > <67%> <66%> <68%> <67%> <▼1%>

普通鋼鋼材消費(万t) 3,644 1,111 1,241 1,292 ＋ 51
建 設 1,416 443 467 506 ＋ 40
製 造 業 2,228 668 775 785 ＋ 11

特殊鋼鋼材消費(万t) 944 287 326 331 ＋ 5
560 564 551 ▼ 13

薄板三品在庫(万t) 421 438 425 ▼ 13
*1 当社推定値

*2 11月末（確報）

H23.3/四
累計

国内ﾒｰｶｰ問屋在庫(万t)

連結粗鋼生産量(万t)

鋼材出荷量(万t)

鋼材価格(千円/t)

為替(円/＄)

*2

対前四半期
2/四→3/四

連結経常利益　差異 × 70

１．製鉄事業 × 60

(1) 単独 × 130

① 生産出荷 ▼8万ｔ（728→720万ｔ） × 20

② 販売価格・構成 × 150

③ 原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） ○ 50

④ コスト改善 ○ 70

⑤ 在庫評価差 × 200

⑥ その他(固定費期間差等) ○ 120

(2) グループ会社・消去 ○ 70

２．非鉄事業 ○ 30

３．調整額 × 40

（参考）　当社連結経営強化の状況について

■事業統合・経営基盤強化

時期 社名 具体的内容

H22.10月 NSユナイテッド海運㈱ 日鉄海運㈱と新和海運㈱の合併
H22.10月 太平工業㈱ 連結子会社化
H23.3月 Nippon Steel India Private Limited インド新日鉄（ニューデリー）を設立
H23.6月 Nippon Steel Galvanizing (Thailand) Co., Ltd. タイ溶融亜鉛メッキ鋼板製造・販売会社の設立
H23.6月 N-EGALV(NIPPON EGALV STEEL SDN.BHD.) マレーシア/電気亜鉛メッキ鋼板製造・販売会社（N-EGALV）の連結子会社化
H23.10月 ジオスター㈱ 東京エコン建鉄㈱とジオスター㈱の合併・連結子会社化
H23.10月 ＮＳＭコイルセンター㈱ 日鐵商事㈱、三井物産ｽﾁｰﾙ㈱、新日本製鐵㈱３社のｺｲﾙｾﾝﾀｰ事業統合
H23.10月 武鋼新日鉄(武漢)ブリキ有限公司 ブリキ製造・販売の合弁会社設立
H23.11月 AL Ghurair Iron ＆ Steel L.L.C. アラブ首長国連邦溶融亜鉛メッキ鋼板製造・販売会社の持分法適用関連会社化

■その他既公表案件
・田中電子工業へ新型銅ボンディングワイヤ（EX1）に関するライセンスを供与(H23.7月公表)
・日鉄特殊鋼棒線製品（蘇州）有限公司の能力増強投資について(H23.7月公表)
・鋼製家具製造会社エヌエスオカムラの復興について(H23.8月公表)
・新日鉄、米ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙが高強度ﾗｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ用鋼管（X120）の敷設溶接技術に関するﾗｲｾﾝｽ供与契約を締結について(H23.8月公表)
・新日本製鐵㈱と住友金属工業㈱との統合基本契約の締結について(H23.9月公表)
・新日鉄グループ試験分析会社の統合再編について(H23.9月公表)
・日鐵物流㈱と日鐵運輸㈱の統合再編について(H23.9月公表)
・成形性を２倍に高めた自動車用超ハイテンが世界で初めて実用化(H23.10月公表)
・日鉄住金鋼板　伊藤忠丸紅鉄鋼及びベトナム現地ﾊﾟｰﾄﾅｰ２社と合弁によりｶﾗｰ鋼板製造会社を設立(H23.10月公表)
・㈱富士鉄鋼センターによる青柳鋼材興業㈱厚板溶断加工事業の譲受けに関する基本合意について(H23.12月公表)
・６インチ口径炭化ケイ素単結晶ウェハの開発に成功 (H23.12月公表)
・新日本製鐵㈱と住友金属工業㈱の経営統合に関する公正取引委員会の審査結果について(H23.12月公表)
・ウジミナス社の協定株購入契約に基づく株式の購入および新株主間協定の発効について（H24.1月公表）
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平成24年1月27日
新日本製鐵㈱

平成２３年度決算見通しについて

＜損益見通し（連結）＞ （単位　億円）

H23ＦＹ見 H22ＦＹ Ｈ23上 H23FY見
→

上期 下見 3/四 4/四見 Ｈ23下見 （10/26公表）

40,500 20,278 20,222 10,420 9,802 41,097 ▲ 56 42,000

700 644 56 177 ▲ 121 1,656 × 588 1,300

1,200 942 258 299 ▲ 41 2,263 × 684 1,800

100 429 ▲ 329 ▲ 43 ▲ 286 801 × 758 600

▲ 964 ▲ 74 ▲ 890 ▲ 890 0 ▲ 409 × 816 ▲ 74

0 487 ▲ 487 ▲ 500 12 931 × 974 850

<0.0> <7.8> <▲ 7.8> <▲ 7.9> <0.2> <14.8> <× 15.6> <13.5>

＜諸元＞

3,230程度 1,661 1,570程度 785 790程度 3,492 ▼ 91 3,330程度

(3,010程度) (1,553) (1,460程度) (729) (730程度) (3,247) (▼ 93) (3,100程度)

2,920程度 1,468 1,450程度 720 730程度 3,135 ▼ 18 2,970程度

86程度 87.8 85程度 87.6 82程度 81.7 × 3 88程度

79程度 80 79程度 78 80程度 86 1円高 80程度

（参考）セグメント情報

40,500 20,278 20,222 10,420 9,802 41,097 ▲ 56 42,000

34,500 17,516 16,984 8,898 8,086 34,734 ▲ 532 35,500

2,500 967 1,533 647 886 2,549 +566 2,500

750 279 471 246 225 865 +192 750

1,950 1,010 940 488 452 1,938 ▲ 70 2,100

550 286 264 134 130 608 ▲ 22 650

1,650 762 888 344 544 1,597 +126 1,650

▲ 1,400 ▲ 543 ▲ 857 ▲ 340 ▲ 517 ▲ 1,197 ▲ 314 ▲ 1,150

1,200 942 258 299 ▲ 41 2,263 × 684 1,800

700 742 ▲ 42 200 ▲ 242 1,819 × 784 1,350

125 1 124 26 98 148 ○123 125

75 40 35 36 ▲ 1 92 × 5 70

125 73 52 33 19 132 × 21 135

5 5 ▲ 0 ▲ 3 3 21 × 5 20

125 53 72 18 54 113 ○19 125

45 24 21 ▲ 14 35 ▲ 64 × 3 ▲ 25

(注) 上記の予想には本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。

　　実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

当 期 利 益

特 別 損 益

連結粗鋼生産量(万t)

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

単独経常利益

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ

調 整 額

<一株当たり当期利益>

売 上 高

製 鉄

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

都 市 開 発

化 学

新 素 材

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ

調 整 額

経 常 利 益

製 鉄

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

都 市 開 発

化 学

新 素 材

（単独ﾍﾞｰｽ）

鋼 材 出 荷 量 ( 万 t)

鋼 材 価 格 ( 千 円 /t)

為替(円/＄)

※1

＜剰余金の配当方針について＞
　当社は既公表の配当方針に基づき、第２四半期末（中間期末）の剰余金配当として１株当たり１．５円の配当を行うとともに、第３四半期
決算公表時に当期末の配当予想額を公表する予定としてまいりました。
　しかしながら、株式市場の変動による投資有価証券評価損等の変動リスクが大きいことから、年度決算が確定した時点で、既公表の
配当方針を踏まえて、当期末の剰余金配当をご提案させていただくことと致したいと存じます。

※2

※1　H23上期から下期の連結経常利益変動 ※2　前回公表（10/26）からの連結経常利益変動
（単位　億円） （単位　億円）

連結経常利益　差異 × 680 連結経常利益 差異 × 600

１．製鉄事業 × 780 １．製鉄事業 × 650

(1) 単独 × 760 (1) 単独 × 500
①生産出荷 ▼20万ｔ（1,468→1,450万ｔ程度） × 100 ①生産出荷▼50万ｔ（2,970→2,920万ｔ程度） × 200
②販売価格・構成 × 400 ②販売価格・構成 × 400
③原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） ○ 100 ③原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） ○ 100
④コスト改善 ○ 250 ④コスト改善  ～ 
⑤在庫評価差 × 500 ⑤在庫評価差  ～ 
⑥ その他(固定費期間差、君津第2高炉改修等) × 110 ⑥ その他  ～ 

(2) グループ会社・消去 × 20 (2) グループ会社・消去 × 150

２．非鉄事業 ○ 110 ２．非鉄事業 × 20

３．調整額 × 10 ３．調整額 ○ 70

-2-
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[ 参考 ]

四半期業績の推移

平成23年度 平成22年度

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

9,855 10,422 20,278 10,420 9,801 20,221 40,500 42,000 9,706 10,514 20,220 10,031 10,845 20,876 41,097

製 鉄 8,519 8,996 17,516 8,898 8,085 16,983 34,500 35,500 製 鉄 8,245 8,940 17,186 8,594 8,954 17,548 34,734

エンジニアリング 440 526 967 647 885 1,532 2,500 2,500 エンジニアリング 589 646 1,236 552 760 1,312 2,549

都 市 開 発 127 151 279 246 223 470 750 750 都 市 開 発 187 199 387 159 318 477 865

化 学 483 527 1,010 488 451 939 1,950 2,100 化 学 459 484 944 502 491 994 1,938

新 素 材 142 143 286 134 129 263 550 650 新 素 材 147 162 309 151 148 299 608

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

362 399 762 344 543 887 1,650 1,650
シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

339 397 737 354 505 859 1,597

調 整 額 (220) (323) (543) (340) (515) (856) (1,400) (1,150) 調 整 額 (263) (317) (580) (283) (332) (616) (1,197)

385 258 644 177 ▲ 121 55 700 1,300 510 670 1,181 339 135 474 1,656

【3.9%】 【2.5%】 【3.2%】 【1.7%】 【▲1.2%】 【0.3%】 【1.7%】 【3.1%】 【5.3%】 【6.4%】 【5.8%】 【3.4%】 【1.2%】 【2.3%】 【4.0%】

570 371 942 299 ▲ 41 257 1,200 1,800 618 729 1,348 535 379 914 2,263

【5.8%】 【3.6%】 【4.6%】 【2.9%】 【▲0.4%】 【1.3%】 【3.0%】 【4.3%】 【6.4%】 【6.9%】 【6.7%】 【5.3%】 【3.5%】 【4.4%】 【5.5%】

485 256 742 200 ▲ 243 ▲ 42 700 1,350 564 612 1,176 435 207 643 1,819

【5.7%】 【2.9%】 【4.2%】 【2.3%】 【▲3.0%】 【▲0.3%】 【2.0%】 【3.8%】 【6.8%】 【6.9%】 【6.8%】 【5.1%】 【2.3%】 【3.7%】 【5.2%】

2 ▲ 0 1 26 96 123 125 125 26 43 70 21 57 78 148

【0.5%】 【▲0.1%】 【0.2%】 【4.1%】 【10.9%】 【8.0%】 【5.0%】 【5.0%】 【4.5%】 【6.7%】 【5.7%】 【3.9%】 【7.5%】 【6.0%】 【5.8%】

23 17 40 36 ▲ 1 34 75 70 19 22 42 25 25 50 92

【18.0%】 【11.5%】 【14.5%】 【14.8%】 【▲0.9%】 【7.3%】 【10.0%】 【9.3%】 【10.3%】 【11.4%】 【10.9%】 【15.9%】 【8.0%】 【10.6%】 【10.7%】

36 36 73 33 17 51 125 135 17 31 49 44 38 83 132

【7.5%】 【7.0%】 【7.3%】 【7.0%】 【3.9%】 【5.5%】 【6.4%】 【6.4%】 【3.9%】 【6.5%】 【5.2%】 【8.8%】 【7.9%】 【8.4%】 【6.8%】

2 2 5 ▲ 3 2 ▲ 0 5 20 7 7 15 0 5 6 21

【2.1%】 【2.1%】 【2.1%】 【▲2.3%】 【1.7%】 【▲0.4%】 【0.9%】 【3.1%】 【5.2%】 【4.6%】 【4.9%】 【0.3%】 【3.8%】 【2.0%】 【3.5%】

29 24 53 18 52 71 125 125 19 24 44 27 42 69 113

【8.0%】 【6.1%】 【7.0%】 【5.5%】 【9.7%】 【8.1%】 【7.6%】 【7.6%】 【5.7%】 【6.2%】 【6.0%】 【7.6%】 【8.3%】 【8.0%】 【7.1%】

調 整 額 (9) 34 24 (14) 34 20 45 (25) 調 整 額 (35) (12) (48) (18) 2 (16) (64)

290 196 487 ▲ 500 12 ▲ 487 0 850 268 442 710 334 ▲ 112 221 931

【3.0%】 【1.9%】 【2.4%】 【▲4.8%】 【0.1%】 【▲2.4%】 【0.0%】 【2.0%】 【2.8%】 【4.2%】 【3.5%】 【3.3%】 【▲1.0%】 【1.1%】 【2.3%】

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

4.63 3.13 7.75 ▲ 7.95 0.20 ▲ 7.75 0.00 13.51 4.26 7.03 11.29 5.32 ▲ 1.79 3.52 14.82

※各利益欄下段の【  】内は売上高利益率

※調整額における（　）はマイナスを表す

※各期の数字を切り捨て表示している

当 期 純 利 益

第１四半期

経 常 利 益

新 素 材

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

都 市 開 発

製 鉄

エンジニアリング

売 上 高

営 業 利 益

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

エンジニアリング

都 市 開 発

化 学

新 素 材

当 期 純 利 益

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

製 鉄

第２四半期

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

化 学

年度

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 下期

経 常 利 益

H23年度見通し

営 業 利 益

（10/26公表） 第４四半期

売 上 高

第４四半期見 下期見通し第３四半期上期 （1/27公表）

H23年度見通し
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平成 24 年１月 27 日 

新日本製鐵株式會社 

コード番号 5401  上場取引所 東京、大阪、名古屋、札幌、福岡 

問合せ先   責任者役職名 広報センター所長 

       氏    名 高橋 望            TEL (03)6867-2130 
 

＜平成 24 年 3 月期 第 3 四半期決算 補足情報＞ 

 

 

〔全国〕 

１．粗鋼生産量 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H22年度 2,807 2,736 5,542 2,766 2,770 5,537 11,079
H23年度 2,637 2,695 5,332 2,657 (※)2,600 5,257 10,589

(※)経済産業省見通し  

 

２．在庫推移 

 国内ﾒｰｶｰ問屋在庫 （在庫率） 薄板三品：熱延＋冷延＋表面処理 ときわ会 H形鋼 

  万ﾄﾝ ％ 万ﾄﾝ 万ﾄﾝ

H22. 3 末  475 (108.0)  342  18.0  

H22. 4 末  483 (127.8) 350  18.2  

H22. 5 末  499 (126.7) 363  19.6  

H22. 6 末  495 (120.1)  363  20.9  

H22. 7 末  491 (121.7) 369  20.3  

H22. 8 末  503 (134.0) 384  18.3  

H22. 9 末  505 (125.2)  381  16.5  

H22.10 末  523 (134.0) 392  16.0  

H22.11 末  500 (124.0) 375  14.9  

H22.12 末  516 (138.2)  382  14.9  

H23. 1 末  518 (130.6) 387  16.0  

H23. 2 末  514 (132.7) 374  17.5  

H23. 3 末  509 (126.0)  383  18.3  

H23. 4 末  538 (155.6) 404  18.8  

H23. 5 末  563 (154.9) 420  20.6  

H23. 6 末  560 (141.9)  421  21.5  

H23. 7 末  543 (139.7) 418  20.6  

H23. 8 末  562 (152.1) 435  19.3  

H23. 9 末  564 (141.6)  438  18.1  

H23.10 末  557 (132.3) 435  17.9  

H23.11 末  551 (136.2) 425  17.3  

      

     

     

  

 

 

 

 



新日本製鐵（株） 

2 

 

 

〔当社〕 

 

３．出銑量(当社＋北海製鉄) 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H22年度 777 814 1,592 815 811 1,626 3,218
H23年度 776 803 1,579 757 740程度 1,500程度 3,080程度

４．粗鋼生産量 

【連結ベース】 当社＋連結子会社 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H22年度 863 872 1,735 868 889 1,757 3,492
H23年度 830 831 1,661 785 790程度 1,570程度 3,230 程度

【参考：単独ベース】 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H22年度 800 817 1,617 804 826 1,630 3,247
H23年度 775 778 1,553 729 730程度 1,460程度 3,010程度

５．鋼材出荷量 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度

H22年度 776 784 1,559 766 810 1,576 3,135

H23年度 740 728 1,468 720 730程度 1,450程度 2,920程度

６．鋼材平均価格 

単位：千円/トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度

H22年度 79.1 86.4 82.8 81.4 79.7 80.6 81.7

H23年度 85.8 89.8 87.8 87.6 82程度 85程度 86程度

 

７．鋼材輸出比率（金額ベース） 

単位：％

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度

H22年度 42.5 38.7 40.5 39.8 40.9 40.4 40.4

H23年度 41.9 40.1 41.0 36.9 37程度 37程度 39程度
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８．為替レート 
単位：円/$

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H22年度 93 86 90 83 82 82 86
H23年度 82 78 80 78 80程度 79程度 79程度  

 

 

９．その他有価証券含み損益 

 単位：億円           

 H23 年度第 3 四半期末 H22 年度末 差異 

連結 986(638)  1,758(1,047) -771(-409) 

【日経平均】 【8,455 円】 【9,755 円】 【-1,300 円】 

（ ）内は税効果後の純資産直入額 

 

 

１０．設備投資（工事ベース）及び減価償却費 

          単位：億円 
平成 23 年度見通し 平成 22 年度実績 

 
設備投資額 減価償却費 設備投資額 減価償却費

連結 2,650 2,800 2,900 2,915 

単独 1,800 2,100 2,100 2,201 

 

 

以  上 




